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研究成果の概要：食料安全保障の水準から日本国内で保全すべき農地面積の計測を行い，保全

すべき農地面積の水準を明らかにするシミュレーションモデル【食料安全保障の水準からみた

農地保全水準モデル】を構築した。 
耕作放棄発生の要因を定量的に分析し構造モデルを構築する必要がある。構築された構造モデ

ルに基づき，耕作放棄発生のシミュレーションモデルを構築し，将来的な耕作放棄発生の予測

行った。 
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１．研究開始当初の背景 
我が国の農業においては，農業従事者の高

齢化の進行による労働力の急激な減少が大
きな問題となっている。2000 年の農業センサ
スによると約 7％の農地が農業生産に利用さ
れずに耕作放棄されている。将来的にも，耕
作放棄は増加し，中国地方を対象としたシミ
ュレーション分析では，10年後には，農地面
積が約 40％減少するとされている。我が国の
農業集落においては，農業を基盤とした地域
社会が構築されており，農業生産の衰退は地
域社会の衰退・消失に直結している。持続的
な農業生産を行うことは，地域社会の維持の
ために不可欠であり，持続的な農業生産シス

テムを設計し，そのシステムが稼動するよう
な政策的なバックアップが必要となる。更に，
我が国の食料自給率は約 40％の水準であり，
食料安全保障の重要性が高まっている。不測
の事態を考慮するとある一定以上の農地面
積を保全する必要がある。 
 

２．研究の目的 
本研究の具体的な目的は，以下の 3点であ

る。 
（1）食料安全保障の水準から，中山間地域
において農業生産に利用すべき農地として
保全すべき水準の計測【食料安全保障の水準
からみた農地保全水準モデル】の構築 
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：従来の研究では，耕作放棄抑制の必要性と
して多面的機能の発揮を上げているものが
多い。しかし，中山間地域の農地は，山林を
開拓して農地へ変換したものが大半であり，
農地として保全していくことが必ずしも多
面的機能発揮の最適な手段であるとは限ら
ない。本研究では，食料安全保障の水準から
日本国内で保全すべき農地面積の計測を行
い，保全すべき農地面積の水準を明らかにす
る。不測の事態をいくつかのケースに分類し，
将来的な人口推移も考慮した，将来的に保全
すべき農地面積を計測できるシミュレーシ
ョンモデル【食料安全保障の水準からみた農
地保全水準モデル】を構築する。 
（2）耕作放棄発生のメカニズムの定量的な
分析および耕作放棄発生のシミュレーショ
ンモデルの構築【耕作放棄予測シミュレーシ
ョンモデル】の構築：持続的かつ効率的な農
業生産システムを構築するためには，耕作放
棄発生の要因を定量的に分析し構造モデル
を構築する必要がある。構築された構造モデ
ルに基づき，耕作放棄発生のシミュレーショ
ンモデル【耕作放棄予測シミュレーションモ
デル】を構築し，将来的な耕作放棄発生の予
測を行う。 
（3）持続的かつ効率的な農業生産システム
の設計とそのシステムを推進すべき政策的
手段の提示：①で構築された【食料安全保障
の水準からみた農地保全水準モデル】と【耕
作放棄予測シミュレーションモデル】とを比
較し，農地保全水準を明らかにする。その上
で，必要となる耕作放棄抑制水準を低コス
ト・持続的・効率的に行えるような農業生産
システムを設計する。本研究では，中国地方
を対象としてさらにマクロ的なモデルを構
築する。構築されたモデルを利用し，そのシ
ステムが最も効率的に成立するための政策
的な提案を行う。 
 
３．研究の方法 
モデルの構築時においては，定性的なデー

タを定量的に組み込めるようなモデルの構
築を目指している。従来，質的データ（農家
の効用等）等は，定性的で計測が不可能であ
った。しかしながら【耕作放棄予測シミュレ
ーションモデル】・【持続的・省力的な農業生
産システムモデル】の構築には，農家の農地
保全に関する心理的な要因や農作業に対す
る肉体的な苦痛度といった質的なデータが
必要となる。そこで，本研究では，システム
工学や心理学の分野において適用されてい
る AHP 法や ISM 法等を適用し，心理的な要因
のような質的データをモデルに組み込める
ように改良を行う。また，【持続的・省力的
な農業生産システムモデル】おいては，対象
集落住民へのフィードバックを行い，より現
実的なモデルとする。その際に，農家間の関

係（土地貸借の意識や労働の相互補完）を MAS
を用いてモデルに反映させる。 
 【食料安全保障の水準からみた農地保全水
準モデル】においては，LPを適用し可能な限
りシンプルなモデル構築を目指す。制約条
件・稼動プロセスの係数を変化させることに
より，様々なケースに対応したモデルを容易
にかつ迅速に構築することが可能となる。 
 
４．研究成果 
（1）食料安全保障の水準からみた農地保全
水準モデル 
①急速に減少する農業労働力が制約となり，
現在の農地面積を確保したとしても，2030 年
には，最低限必要な食料を供給することが不
可能となる。 
②非農業部門から農業部門への労働力を投
入が可能な場合には，農林水産省の予測どお
りに農地が減少しても，将来的に必要となる
食料の供給は可能である。しかし，非農業部
門の労働力を大量に必要とするために，他産
業に大きな影響を与える可能性がある。 
③農業部門への化石燃料の投入量が現在と
比較し 50％の水準になると，農外の労働量を
活用しても，最低限必要な食料を供給するこ
とが不可能となる。 
以上のように，我が国の食料安全保障水準は
きわめて脆弱な状態にある。不測の事態が発
生した場合であっても，国民にとっての必要
最低限の食料を必ず確保できる体制を整備
する必要があり，現在の農地面積の維持に加
え，農業労働力の確保が重要となる。その対
策として，現在行われている耕作放棄の抑
制･再活用等の取り組みを食料安全保障の観
点から再評価し，その推進を行う。労働力確
保のためには，新規就農の促進のみならず，
都市と農村の交流の促進を通して，非農家へ
の農業体験及びトレーニングによって農外
労働力の質の向上等が考えられる。また，労
働粗放的な栽培技術・作物の開発や，不測時
における農業用化石燃料の優先的確保の体
制を整える必要がある。 
（2）耕作放棄発生のメカニズムの定量的な
分析および耕作放棄発生のシミュレーショ
ンモデルの構築 
個別農家レベルの意志決定・行動の観点から，
自作放棄と農家経済環境の関係を明らかに
することを目的とした。 
 農家は農地の作付・農地保全管理からも大
きな効用を得ており，これが，自作放棄抑制
に重要な役割を果たしている。しかし，それ
であっても，80a 以上の農地を所有する農家
は自作放棄する。現状の農産物価格では，農
家は，大部分の効用を水稲から得ている。ま
た，小麦よりも単位面積当たり効用が多く得
られ，かつ省力的な作物がない。このため，
米価が低下した場合には，自作放棄は発生し



 

 

ないが，しかし，効用水準の低下は大きい。
一方，小麦価格が低下した場合には，効用水
準の低下は小さいが，しかし，自作放棄が発
生する。これら自作放棄が発生する場合の対
策とし，３つの対策を検討した結果，「農地
を保全管理することに対して一定金額の補
助を行うこと」が比較的低コストで実現性が
高いと対策である。 
（3）持続的かつ効率的な農業生産システム
の設計中山間地域の集落において，非農家の
労働資源を農業に利用することで，耕作放棄
の抑制，農業所得の増加に加え，非農家世帯
に賃金が支払われることによる集落全体の
所得の増加が可能となることを定量的に示
した。非農家の草刈り経験割合・草刈り機の
所有割合が高いことから非農家の労働資源
利用は畦の草刈りで行い易く，畦の草刈りの
みでの非農家の労働資源の利用でも大きな
効果があることが明らかとなった。また，全
ての作業で非農家の労働資源を利用すると，
さらに効果が大きくなることが明らかとな
った。しかし，全ての作業で非農家の労働資
源を利用するには，非農家のトレーニングが
必要である。従って，農業指導を兼ねた非農
家の労働資源利用を行っていくことが有効
であると考えられる。 
対象地域のように農業所得が少ない地域で
は，農家は非農家に賃金を支払うことを負担
に感じる可能性がある。そこで，非農家への
支払い賃金に中山間地域等直接支払制度な
どの助成金を利用することが有効である。 
また，農業とあまり関わっていない非農家が
農作業の手伝いをするには，心理的な抵抗が
あると考えられる。従って，農家の話し合い
や会合への非農家の参加を促すなどして，非
農家が農業に関心を持つようにすることが
必要である。 
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